
たんくやは、今の店主のおじいさんの代から続く、婦人服地と手芸品
のお店です。可児市の市制施行と同じ、33年前から現在の場所に店を
構えています。趣味で服や小物を作りたいと思っている人が、材料や作
り方を気軽に相談できるアットホームな雰囲気を大切にしています。
いじめ防止協力事業所は知人から紹介を受け、可児市のためになるこ

とができればと思い参加しました。ステッカーやパンフレットでいじめ
防止を呼び掛けたり、親子で来店したお客さんや学園祭の準備で買い出
しに来た中高生に、学校での話を聴いたりといった活動をしています。
いじめの原因には、今の子どもたちの抱えるストレスも関係している

と思います。手芸を趣味にしている子は少ないですが、手芸に打ち込ん
でみると、完成した時には達成感があるし、ストレス発散にもなります。
一度、自分の手で何かを作ってみてはいかがですか。
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このコーナーでは、子どもへの声かけや見守りなど、いじめ防止につながる
取り組みをしていただいている事業所や団体を紹介しています。
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いじめ防止協力事業所
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団体は随時募集中です
。
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川合公民館で夏休みこども福祉講座が開催されました。社会
福祉協議会・北部地域包括支援センター・川合公民館の共催で、
参加した小中学生14人が認知症について学びました。
講座では寸劇やクイズ、認知症予防の手遊びなどを体験し、
グループに分かれて認知症の人への接し方について話し合いま
した。子どもたちは認知症の人とどのように接するのがよいか、
地域で暮らしていくためにどんなことができるかを発表し合い、
認知症についての理解を深めました。

福祉センターで可児市社会福祉大会が行われ、社会福祉活動
などに功績のあった196の個人、団体に対して表彰が行われま
した。大会ではアニメ「サザエさん」のマスオさん役で知られ
る声優の増岡弘さんによる、家庭や教育についての講演も行わ
れました。
増岡さんは、夫婦仲の良いことは子どもへの最高のプレゼン
ト、相手に気持ちが伝わるように言葉の使い方を大切にしてほ
しいなど、声優生活の経験を交えて話しました。

ボランティア団体「鳩吹山を緑にする会」に国土交通大臣表
彰が贈られました。10年以上にわたり続けてきた国道41号線
の清掃活動が評価されたものです。
同会は1988年に発足し、清掃活動のほか、薬王寺周辺の整
備活動など地域でさまざまな活動を行ってきました。
表彰を受けた同会メンバーは受賞を喜び合い、「時には大変
なこともあるが、仲間と共にこれからも活動を続けていきたい」
と今後の抱負を述べました。
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認知症ってなあに？

家族と言葉を大切に

国道清掃で国土交通大臣表彰

手遊びで脳を活性化しよう

来場者と語らう増岡さん

鳩吹山を緑にする会の皆さん
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